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令和８年度 第 ２５６ 号 

令和９・１０・１１年度甲賀市外国語指導助手派遣業務委託仕様書 

 

１．目 的  

国際化社会に対応した教育施策の一環として、外国語指導助手（以下「ＡＬＴ」と

いう。）を導入することにより、生きた外国語や外国文化・生活に触れる機会を提供し、

外国語等によるコミュニケーション能力の向上と国際感覚の養成を図ることを目的と

して、小学校の外国語教育の指導助手を派遣により実施する。 

 

２．委託期間 

令和９年４月１日から令和１２年３月３１日まで 

ただし、令和９年３月３１日までは当該業務の準備期間とし、業務委託料は発生しな

い。 

 

３．業務内容 

 この業務については派遣業務であり、ＡＬＴとして下記の業務を中心に行うこと。 

① 小学校における外国語活動・外国語科の補助 

② 小学校における外国語活動・外国語科に関する担当教諭とのチーム・ティーチング

による授業実施及び事前打ち合わせ 

③ 外国語教材作成の補助 

④ 学校行事や特別活動及び課外活動への参加 

⑤ 国際交流活動への協力 

⑥ ＡＬＴを配置する前の教育訓練及び研修 

⑦ その他所属長または校長が必要と認める職務 

 

４．配置場所 

  甲賀市内各小学校（令和８年度配置校を参考とし、各年度の配置校については発注者

の指示に従うこと。） 

 

（１）小学校 

１ 伴 谷 小 学 校 所在：甲賀市水口町伴中山２２５２番地 

２ 伴谷東小学校 所在：甲賀市水口町山７７４番地 

３ 柏 木 小 学 校 所在：甲賀市水口町北脇１１３２番地 

４ 水 口 小 学 校 所在：甲賀市水口町本町１丁目２番１号 

５ 綾 野 小 学 校 所在：甲賀市水口町綾野３番６号 

６ 貴生川小学校 所在：甲賀市水口町三大寺４３７番地 

７ 土 山 小 学 校 所在：甲賀市土山町北土山１４６２番地 

８ 大 野 小 学 校 所在：甲賀市土山町大野９４９番地 

９ 大 原 小 学 校 所在：甲賀市甲賀町大久保１０００番地 

１０ 油 日 小 学 校 所在：甲賀市甲賀町上野１３２２番地 

１１ 佐 山 小 学 校 所在：甲賀市甲賀町小佐治２９２２番地 

１２ 甲南第一小学校 所在：甲賀市甲南町深川１７２８番地１ 

１３ 甲南第二小学校 所在：甲賀市甲南町杉谷２０４６番地 

１４ 甲南第三小学校 所在：甲賀市甲南町野川８４０番地 
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１５ 甲南中部小学校 所在：甲賀市甲南町竜法師１１３７番地 

１６ 希望ヶ丘小学校 所在：甲賀市甲南町希望ヶ丘３丁目３４番地 

１７ 信 楽 小 学 校 所在：甲賀市信楽町江田９６９番地 

１８ 雲 井 小 学 校 所在：甲賀市信楽町牧８６８番地 

１９ 小 原 小 学 校 所在：甲賀市信楽町柞原８９９番地 

２０ 朝 宮 小 学 校 所在：甲賀市信楽町下朝宮２６８番地 

２１ 多羅尾小学校 所在：甲賀市信楽町多羅尾２０１２番地 

※令和１０年４月に、信楽５地区（信楽、雲井、小原、朝宮、多羅尾）を現在の信

楽小学校へ統合する計画があります。契約期間中に統合が行われた場合は、ALT

の効率的な配置案、指導体制の見直し（配置人員や巡回校数）を市と協議のうえ

決定すること。また、見直しに伴い、配置人数、業務日数等に変更があった際は、

契約金額等の変更を行う場合があります。 

 

（２）その他 

１ 甲賀市役所教育委員会事務局 所在：甲賀市水口町水口６０５３番地 

 

５．配置人数 

  ５名 

 

６．業務日、業務時間 

① 業務は、原則として月曜日から金曜日まで（国民の祝日を除く）の学校課業日を中

心とした２００日間とする。ただし、学校行事等の関係で事前に双方の合意がある場

合は、その限りでない。 

② 業務時間は、原則として午前８時２０分から午後４時３５分までとする。 

③ 担当ＡＬＴによる業務が実施できない場合、受託者は速やかに代替ＡＬＴの対応を

とること。 

 

７．ＡＬＴの変更 

委託者は、配置されたＡＬＴに配置場所において問題が生じ、業務実施に支障が生

じていると判断したときは、受託者にＡＬＴの変更を求めることができる。 

 

８．ＡＬＴの条件 

① 英語を母国語とし、出身国にて大学以上の教育機関を卒業した者。 

② 業務の遂行に必要なビザを取得しており、かつ、身分保証ができる者。 

③ 学校教育に対して積極的に取り組み、かつ、常に児童の視点に立ち熱意を持って

英語指導にあたれる者。 

④ 簡単な日本語で意志疎通を図ることができること。 

⑤ 自動車運転免許を有し、会社又は個人所有の車で移動可能な者。 

⑥ 職務専念義務、守秘義務を順守すること。 

⑦ 指導者としてふさわしい態度・服装等をすること。 

⑧ 適正な就労査証を持つ者。 

⑨ 日本での就労が認められており、犯罪に係る刑罰等の執行猶予を受けていない者。 

 

９．経費負担 

次に掲げる経費は受託者の負担とする。 
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・講師給与（法定福利を含む） 

・講師管理費（各種保険含む） 

・講師渡航費（採用に要する経費、ビザ等含む） 

・講師住宅費、講師通勤交通費（学校間等の移動費含む） 

・研修等に要する経費等 

 

１０．支払方法 

月額支払いとする。 

 

１１．遵守事項 

（１）受託者は、「労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の就業条件の整

備等に関する法律」（以下「労働者派遣法」という。）を遵守するとともに、甲賀

市立小学校の外国語活動及び英語科の学習指導の目的を熟知し、学校におけるＡＬ

Ｔとしての規律と節度を持って職務を遂行させなければならない。 

（２）受託者は、学校において校長をはじめとする教職員の職務上の指揮・命令に服

し、児童に対して親切丁寧を旨とし、不快不信の念を与えないようＡＬＴを指導教

育すること。 

（３）受託者はＡＬＴを派遣するにあたって、関係法令、条例、規則等を熟知しなけれ

ばならない。 

（４）受託者は本派遣業務を円滑に遂行するために、ＡＬＴの職務に係る一切の業務に

ついて誠意をもって遂行し、次に定める事項について遵守する。 

① 派遣契約の締結に際し、一般労働者派遣事業の許可を受けていること。 

② ＡＬＴが選任された時点で、名前、性別、社会保険及び雇用保険の被保険者資

格取得届けの提出の有無等、労働者派遣法で定められ事項を甲賀市に通知する。 

③ 労働者派遣法の趣旨に則して本仕様書記載の要件を満たすＡＬＴを派遣する。

法令や契約に違反するＡＬＴを派遣した場合の責めは受託者が全て負う。 

④ ＡＬＴに対して適正な労働管理を行い、業務の遂行に支障が生じないよう適切

に指導する。 

⑤ ＡＬＴが傷病その他の理由により長期にわたって派遣ができなくなった場合

は、受託者は甲賀市に通知の上速やかに責任をもって代理のＡＬＴを派遣しなけ

れば ならない。 

⑥ 甲賀市へのＡＬＴの派遣に係る派遣元責任者を選任し、甲賀市教育委員会及び

派遣先の学校との連携を図る。 

⑦ 派遣開始日までに、派遣元責任者が甲賀市教育委員会へ事前訪問し打合せを行

う。 

⑧ ＡＬＴに対する研修を実施し、指導技術の向上を図るとともに児童生徒の人権

擁護や安全管理に関する教育にも十分留意する。 

⑨ 契約によって生じる権利もしくは義務を第三者に譲渡し、又は継承させてなら

ない。 

⑩ 業務上得られた情報については細心の注意をもって取り扱い、契約終了後も将

来にわたって第三者に漏洩してはならない。受託者側が漏洩したことによって甲

賀市に損害が発生した場合、受託者はその損害を賠償しなければならない。 

（５） 受託者はＡＬＴに次の服務規程を遵守させる。 

① その職務を遂行するに当たり、法令、条例等及び派遣先校長等の指揮命令に従

う。 

② 甲賀市及び派遣された学校の信用を失墜するような行為をしてはならない。 
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③ 職務上知り得た秘密を本契約終了後も将来にわたって漏らしてはならない。 

④ 職務に関して、宗教活動または政治活動を行ってはならない。 

⑤ 学校教育にふさわしい服装・態度で臨みまた、学校管理運営上、支障が生じる

行為を行ってはならない。 

⑥ 就業時間内は職務上の注意力の全てをその職務遂行のために用いねばならな

い。業務上必要としない場所に立ち入り、又は業務上必要のない設備・機器に触

れてはならない。 

 

１２．損害賠償 

（１）派遣業務の遂行につき、ＡＬＴが故意又は重大な過失により甲賀市に損害を与え

た場合は、受託者は甲賀市に賠償責任を負う。ただし、その損害が、指揮命令者そ

の他、甲賀市が使用する者（以下「指揮命令者等」という。）のＡＬＴに対する指

揮命令等（必要な注意・指示をしなかった不作為を含む。）により生じたと認めら

れる場合は、この限りではない。 

（２）前項の場合において、その損害が、ＡＬＴの故意又は重大な過失と指揮命令者等

の指揮命令等との双方に起因するときは、甲賀市及び受託者は、協議して合理的に

当該損害の負担割合を定める。 

（３）甲賀市は、損害賠償請求に関しては、損害の発生を知った後、速やかに、受託者

に書面で通知する。 

 

１３．業務上災害等 

（１）派遣就業に伴うＡＬＴの業務上災害については、受託者が労働基準法に定める使

用者の災害補償責任並びに労働者災害補償保険法に定める事業主の責任を負う。通

勤及び移動中の災害については、受託者の加入する労働者災害補償保険法により派

遣労働者は給付を受ける。 

（２）甲賀市は、受託者の行う労災保険の申請手続等について必要な協力をしなければ

ならない。 

 

１４．苦情処理方法、連携体制等 

（１）甲賀市と受託者は、ＡＬＴから派遣業務の遂行に関して苦情申出を受ける者をそ

れぞれ置き、責任者をもってこれにあてる。 

（２）受託者はＡＬＴから派遣業務の遂行に関して苦情の申出を受けたときには、速や

かにその内容を甲賀市に通知し、甲賀市と密接な連携の下に迅速かつ適切な処理を

図る。 

（３）甲賀市はＡＬＴから派遣業務の遂行に関して苦情申出を受けたときには、速やか

にその内容を受託者に通知し、受託者との密接な連携の下に迅速かつ適切な処理を

図る。 

 

１５．安全及び衛生等 

（１）甲賀市はＡＬＴを業務に従事させる前に安全教育を実施するとともに、ＡＬＴが

労働災害に被災した場合は、遅延なく受託者における責任者へ連絡する。 

 

１６．権利の帰属 

（１）ＡＬＴが配置された甲賀市立学校の学級担任等及び英語科教員等と協力して職務

上作成した教材等に係る著作権や知的所有権の諸権利等は甲賀市に属する。 
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１７．その他 

この仕様書に定めのない疑義が生じた場合は、両者協議のうえ決定する。 

 

１８．甲賀市の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について

（「不当介入に関する通報制度」の徹底について） 

① 受託者は、暴力団員等（暴力団の構成員及び暴力団関係者、その他市発注工事等

に対して不当介入をしようとするすべての者をいう。）による不当介入（不当な要

求又は業務の妨害）を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介

入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うも

のとする。 

② 受託者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報

書（別記様式第１号）により所轄警察署に届け出るとともに、監督職員に報告する

ものとする。また、受注者は、以上のことについて、下請負人（再委託の協力者を

含む）に対して、十分に指導を行うものとする。 

③ 受託者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被

害が生じた場合は、監督職員と協議するものとする。 

 

担当：甲賀市教育委員会事務局 学校教育課 


